
いばらき県議会だより No.1622008年（平成20年）1月13日（日曜日） ❷

一般質問（要旨）
第
４
回

定
例
会

水戸北スマートインターチェンジ

逆流対策の早期実現が待たれる小貝川

統合型G I Sの利活用イメージ

議
員
（
自
民
）　

利
根
川
か
ら
小
貝

川
へ
の
逆
流
対
策
が
、
地
域
住
民
の

長
年
の
願
い
で
あ
る
。
県
は
、
利
根

川
下
流
部
や
小
貝
川
の
安
全
度
確
保

の
た
め
、
放
水
路
事
業
等
の
実
施
を

国
に
強
く
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

土
木
部
長　

逆
流
対
策
と
し
て
は
洪

水
時
の
利
根
川
本
川
の
水
位
を
下
げ

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
国
が
策
定

中
の
河
川
整
備
計
画
素
案
で
は
、
河

道
掘
削
や
江
戸
川
へ
の
分
派
量
の
増

加
、
各
調
整
池
の
機
能
向
上
、
新
放

水
路
整
備
等
の
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
同
計
画

の
早
期
策
定
と
各
種
事
業
の
速
や
か
な

実
施
を
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員　

茨
城
と
千
葉
の
県
際
交
流
の
充

実
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
国
道
一
六
号

バ
イ
パ
ス
構
想
に
、
特
に
若
草
大
橋
な

ど
本
県
側
の
道
路
事
業
を
連
携
さ
せ
る

べ
き
だ
が
所
見
を
伺
う
。

土
木
部
長　

同
構
想
は
本
県
道
路
施
策

へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
昨
年
六
月

よ
り
取
手
市
と
と
も
に
検
討
会
に
参
画

し
た
。
若
草
大
橋
と
構
想
道
路
と
の
連

絡
強
化
を
働
き
か
け
て
い
き
、
構
想
の

様
々
な
影
響
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
・
千
葉
県
際
地
域
内

の
市
町
村
合
併
推
進
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
の
活
用
な
ど
も
質
問)
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質
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平
成
十
九
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月

五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
十
五
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
茨
城

県
森
林
湖
沼
環
境
税
条
例
や
茨
城
県
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
、
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
い
ば
ら
き

の
快
適
な
社
会
づ
く
り
基
本
条
例
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
水
戸
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒
久
化
の
可
能
性
、
小
貝

川
へ
の
逆
流
対
策
、
統
合
型
G
I
S
の
整
備

状
況
、
男
女
共
同
参
画
実
施
計
画
の
目
標
達

成
へ
の
取
り
組
み
、
県
南
地
域
の
発
展
の
方

向
性
、
任
期
中
に
知
事
が
重
点
的
に
取
り
組

む
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
二
・
三
面
に
掲
載
）

　

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

新
税
の
本
県
独
自
の
使
い
方
、
第
二
期
牛
久

沼
水
質
保
全
計
画
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組

み
、
食
品
の
偽
装
表
示
に
対
す
る
監
視
体
制
、

就
農
希
望
者
に
対
す
る
県
の
対
応
、
道
路
特

定
財
源
の
暫
定
税
率
廃
止
の
場
合
の
影
響
、

ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
の
普
及
促
進
策
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
・

五
面
に
掲
載
）

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
県
財
政
の
現
状

と
健
全
化
推
進
方
策
、
県
税
徴
収
率
向
上
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、

「
平
成
十
八
年
度
県
公
営
企
業
会
計
決
算
」

と
「
同
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
」
の
認
定
に
係
る
審
査
結
果
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
三
面
に
掲
載
）

　

財
政
再
建
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
行

政
組
織
改
革
の
た
め
の
諸
方
策
や
歳
出
削
減

の
た
め
の
諸
方
策
な
ど
に
つ
い
て
県
執
行
部

へ
の
提
言
の
形
で
中
間
報
告
結
果
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
七
面
に
掲
載
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
認

定
、
報
告
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
二
十
八
件

の
議
案
が
可
決
、
同
意
、
認
定
、
承
認
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
（
自
民
）　

社
会
実
験
中
の
水
戸

北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒

久
化
と
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
の
可
能
性
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

土
木
部
長　

利
用
交
通
量
は
当
初
の
目

標
を
大
き
く
上
回
り
、
恒
久
化
に
必
要

な
採
算
性
な
ど
の
基
本
的
な
条
件
は
既

に
整
っ
た
。
今
後
、
国
な
ど
に
恒
久
化

を
強
く
働
き
か
け
る
。
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
に
よ
る
日
立
方
面
へ
の
乗
り
降
り

は
要
望
も
多
く
、
一
層
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

の
で
、
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
を

行
う
。

議
員　

危
機
的
な
財
政
状
況
の
下
、

収
入
未
済
額
を
縮
減
し
財
源
不
足
を

補
う
と
と
も
に
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
収
入

未
済
額
の
解
消
策
に
つ
い
て
全
庁
横

断
的
な
取
り
組
み
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

連
絡
会
議
を
設
置
し
全

庁
的
な
推
進
体
制
を
整
備
し
て
き
た
が
、

体
制
強
化
を
図
る
一
方
、
悪
質
な
債
務

者
に
対
し
て
は
法
的
手
段
を
含
め
毅
然

と
し
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

民
間
の
債
権
回
収
会
社
へ
の
回
収
委
託

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
公
平
な
米
対
策
の
実
施
、

県
営
本
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
跡
地
利
用
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

統
合
型
G
I
S
（
統

合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
の

基
本
方
針
及
び
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
構
築
後
は
ど
の
よ
う
な
方
針

で
運
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長　

平
成
二
十
年
度
前
半
に
供

用
で
き
る
よ
う
手
続
き
を
開
始
し
た
。

県
と
市
町
村
共
同
整
備
の
G
I
S
と
し

て
は
全
国
四
番
目
と
な
る
見
込
み
。
行

政
、
県
民
、
企
業
に
と
っ
て
役
に
立
つ

情
報
が
簡
単
に
得
ら
れ
、
使
い
や
す
い

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

近
年
、
大
学
の
地
域
貢
献
、
大

学
と
地
域
の
連
携
・
協
働
と
い
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
県
で
は
、
流
通
経
済
大
学
な
ど
県

内
の
特
色
の
あ
る
大
学
と
の
連
携
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

流
通
経
済
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

そ
の
特
性
や
、
大
学
の
意
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
県
と
し
て
も
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
学
と
の

連
携
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
平
成
の
大
合
併
に
続
く
第

二
弾
の
合
併
、
安
全
と
エ
コ
に
配
慮
し

た
交
通
信
号
管
制
な
ど
も
質
問
）

お 問 い
合わせ先

県議会を傍聴しませんか

今
定
例
会
の
概
要

水
戸
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

恒
久
化
の
可
能
性
は

基
本
的
な
条
件
は
既
に
整
っ
た

小
貝
川
へ
の
逆
流
対
策
は

新
放
水
路
整
備
な
ど
の
早
期
実
施
を

国
に
強
く
働
き
か
け
る

統
合
型
G
I
S
の
整
備
状
況
は

平
成
二
十
年
度
前
半
に

供
用
開
始
見
込
み


